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朝夕はめっきり涼しくなり、いよいよ本格的な秋
の到来を感じる好季になりました。

１０月８日に開催しました本校運動会にはたくさ
んの保護者の皆様にお集まりいただき、心からお礼
を申し上げます。

児童達も日頃の練習の成果を遺憾なく発揮してよ
く頑張ったと思います。特に、６年生が中心になっ

て繰り広げた応援合戦はどの組もよく考えられて、しっかり練習を重ねた出来映えだったと
思います。競技についても、６年生はもちろん５年生以下の児童達も、持てる力を精一杯出
し切った素晴らしいパフォーマンスばかりだったと思います。
児童達は行事があるごとにしっかりと成長した姿を見せてくれます。何かをやり遂げたと

いう自信が彼らを変化させるのではないでしょうか。
児童達一人ひとりが達成感を味わい、自分に自信を持てるように、これまで以上に日頃の

教育活動に励まねばと思わせてくれる運動会でした。
ところで、１０月１日に、京都大学の本庶佑特別教授がノーベル医学生理学賞を受賞され

ました。本庶さんはインタビューに答えて、「土星の輪がなぜああいうふうにできるのか知
りたかった」と語り、研究者を目指すきっかけとなった小学生時代の原体験を明かされてい
ました。小学生時代から「なぜ？」という疑問を追い続ける少年だったようです。机上の学
習だけでなくいろいろなことに興味を持ち、「なぜ？ どうなっているのだろう？」という
好奇心が学びのモチベーションになっているという好例です。
これからの児童達が生きる時代は答えのない問題もたくさん出てきます。そんな児童達に

求められるのは受動的に知識をインプットすることではなく、主体的に知識を取り入れ、自
らで思考を組み立てていくという力とそれをしっかり他者にわかるように伝えていく力で
す。出口の見えない課題に向かって諦めることなく、一つ一つ疑問を解決し、新しい地平へ
とたどり着くための努力を惜しみなく続ける力こそが、これからの時代を生きていくのに必
要だと考えています。
そういう力を児童が身につけられるように我々教員もしっかりと関わってまいります。
保護者の皆様もどうぞご協力くださるようお願いいたします。

今年の全国学力・学習状況調査の結果について

６年生が本年度４月に受験した全国学力・学習状況調査の結果についてお知らせします。
調査の内容は､国語Ａ・国語Ｂ・算数Ａ・算数Ｂ・理科と児童質問紙に分かれており、Ａは
主として知識、Ｂは主として活用の問題です。（今年は理科も加わりました。）
全国平均や各県の平均などはこれまでに報道されご存知のことと思いますが、児童の基礎

学力を確認するのに良い機会と考え、毎年本校も参加しています。また、児童質問用紙で児
童各人の生活の様子がわかるのも本調査のメリットであると考えています。
以下が本校６年生の結果です。

【国語】
国語Ａ（主として知識）

本校の平均正答率は90.0％（全国70.9%）で基本的な学力はきちんと身についています。
国語Ｂ（主として活用）

本校の平均正答率は67.0％（全国54.8%）で知識を活用し、考える力も例年の６年生と同
等の力はついています。

カレッジ通信
国語で扱う教材（文章）の内容は非常に多岐にわたります。ですから、いろいろな分野に

興味・関心を広げる姿勢が大切です。今回の調査で「新聞を読んでいますか」という質問に
「ほぼ毎日読んでいる」と答えた本校児童は20％、「週に１～３回読んでいる」が29.2％と全
体の約半分でした。「テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか」の問
いには「よく見る」が56.9％、「ときどき見る」が23.1％と多くの児童がテレビやインターネ
ットを中心にニュースの情報を得ていることがわかりました。ニュースに対して意欲的に情
報を得ようとしている姿勢は嬉しく思います。積極的に世界に目を向け、他者との交流を増
やし、いろいろな話を聞く機会を増やし、自分の世界を広げて欲しいと思います。そうして
自分の考えや意見をじっくりと醸成し他者にわかりやすく説明できる表現力の向上を目指し
て教科指導を続けていこうと考えています。

【算数】
算数Ａ（主として知識）
本校の平均正答率は82.0％（全国63.7%）で基本的な学力は十分に身についています。

算数Ｂ（主として活用）
本校の平均正答率は75.0％（全国51.7%）で、算数的思考力はしっかり養われています。

「算数の勉強は大切だ」96.9％（「どちらかといえば、当てはまる」を含む：以下も同様
です）、「算数で学習したことは将来社会に出たときに役に立つ」92.3％と高いですが、「算
数の勉強は好きだ」66.2％（全国64.1%）、「新しい問題に出合ったときそれを解いてみたい」
69.2％（全国74.4％）、「解き方がわからないときはあきらめずいろいろな方法を考える」70.7
％（全国78.5％）、「算数で学習したことを普段の生活で活用できないか考える」49.2％（全
国64.4％）など、本校児童の算数に対する意欲や関心は、全国と比較してずいぶん低いこと
がわかりました。本校では例年このような傾向が見られます。

しかし、６年生は授業でかなりハイレベルの演習問題を教材として取り扱っているにもか
かわらず「算数の授業の内容がよくわかる」87.6％（全国83.5％）と、高い数値になってい
ます。今回のテストの成績から考えても、児童達の算数学習に対するモチベーションの低さ
の原因は、算数の成績に対する要求水準が高いあまりに各自が自分の算数学習の成果に満足
していないことの表れではないかと考えています。

算数は単に答えが合っていればよいという教科ではなく、思考過程を楽しみながら学ぶ教
科です。算数の基礎学力は十分に身についているので、今後は、基礎学力のさらなる充実と
それを活用して児童各自が主体的に問題に取り組み、楽しみながら論理的思考力や応用力に
磨きをかけられる授業を展開できるよう努めてまいります。

【理科】
本校の平均正答率は69.0％（全国60.4%）で基本的な学力は概ね身についています。

「理科の勉強は大切だ」80.0％（全国85.4％）、「理科で学習したことは将来社会に出たと
きに役に立つ」70.8％（全国73.0％）、さらに、「理科の勉強は好きだ」は69.2％（全国83.9％）
と随分低い結果となっています。「将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたい」も35.
4％（全国26.3％）と低いですがで全国よりは高い数字です。

一方「観察や実験が好きだ」は92.3％（全国89.8％）とかなり高い数字です。
今回のテストの結果を見ても、児童達に基礎学力が不足しているわけではありませんが、

もっと観察や実験の結果を踏まえて科学的かつ論理的に考察する力を養う必要があると思っ
ています。児童の理科に対する意識はけっして低いわけではないので、学習に対するモチベ
ーションをどのように高めていくかが本校の今後の課題です。

学習についての総括
今年の高校１年生が受ける大学入試は大きく変わると言われています。「大学入試センタ

ー試験」が「大学入学共通テスト」になり、記述問題も出題されます。これまでは選択肢が
４あるいは５択で、その中に必ず答えが一つありましたが、これからは『正しい選択肢をす
べて選びなさい』『選択肢の中に答えがない場合は、０で解答しなさい』とこれまでと違っ
て消去法で選べなくなります。本当にわかっているかが問われるのです。

これまで「知識」があれば乗りこえられた大学入試も、それらに加え、「思考力・判断力
・表現力」が求められます。



また、小中高を通してどんなことを体験し、学んだのか、どんなことに主体的に関わり、
他者と協力して何を成し遂げたのかなどが問われます。学んだことを活かしながら自分で考
え、気づき、周囲を巻き込んで積極的に活動できるような児童生徒像が求められるのです。
現在、本校でもこれまでの一斉授業形式だけではなく、ＩＣＴ設備を活用した授業や児童

生徒が学び合う授業（アクティブラーニング）に取り組んでいます。そして、学んだことを
実生活に活用していく力や答えのない問題を自分たちなりに解決していく力、教科横断的で
総合的な思考ができる力を養うことを大切に考えて教育に取り組んでいます。
児童達がいきいきと活動できる学校教育を目指してまいりますので、保護者の皆様もご協

力くださいますようよろしくお願い申し上げます。

【児童質問紙】
まず１日の勉強時間ですが「３時間以上」38.5％、「２時間以上」24.6％でした。
次に、基本的生活習慣に関わって、全国平均より特に低い値だったものは、「朝食を毎日

食べている」84.7％（全国94.5％）で、これについては昨年度の本校児童と比べて10％近く
低い値になっています。また、「学校の決まりを守っていますか」という問いに対して「当
てはまらない」と答えた児童が4.6％、「どちらかといえば、当てはまらない」が16.9％でし
た。「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」との問いに対しては全
員がそう思っている（「どちらかといえば、当てはまる」も含む）と解答してくれたことは
嬉しく思います。今後とも引き続き規範意識や人権意識の向上といじめを許さないという気
持ちを育てられるよう取り組みを続けたいと考えています。

今年は、「将来の夢や目標を持っている」89.2％（全国85.1％）で昨年度の本校児童より10
％上回っています。今年の６年生は目的意識をしっかり持っていると言えます。あとはそれ
を実現するためにどのような取り組みをし、努力するかを考え、実践していくことが求めら
れます。児童達の夢や目標の実現のため私たち教員も精一杯支援していく所存です。
ご家庭でのご指導もよろしくお願いします。

１０～１１月の学校行事

月 日 曜 行 事 月 日 曜 行 事

16 火 1 木 （家庭学習）

17 水 2 金 （家庭学習）

18 木 ３年 出前授業（ぶどう農家） 3 土 （文化の日）

19 金 感謝祭 4 日

10 20 土 弁当給食説明会 11 5 月

21 日 6 火 ６年実力テスト

22 月 7 水 保護者会（高学年）

23 火 遠足（低学年） 8 木 保護者会（低学年）

24 水 9 金 児童会集会（10:50～）

月 25 木 月 10 土 （週休日）

26 金 遠足（高学年） 11 日

27 土 漢字検定（希望者） 12 月

28 日 13 火

29 月 14 水

30 火 15 木 修学旅行説明会（13:30～）

30 水 交通安全教室・奈良県警察音楽隊演奏会 16 金 いじめアンケート

オーストラリアの姉妹校 REDLANDS COLLEGEから留学生がやってきました

REDLANDS COLLEGEは、オーストラリ
アのクイーンズランド州ブリスベンに
ある本校同様12年一貫の学校で、毎年
本校６年生がオーストラリア修学旅行
の際に訪問している学校です。

本校とは、２０１０年３月から交流
が始まり、小学部の１期生は希望する
２８名の児童が訪問させてもらいまし
た。２年目からは６年生全員で訪問す
るようになりました。これまで９回訪
問しましたが、年々歓迎も盛大になり、
全校あげて温かく迎えてくださいます。
訪問した児童達は温かい気持ちで、楽
しく有意義な時間を過ごさせてもらっ
ています。

今回は、１０月２日の夕刻に、生徒
１４名と先生２名が来校し、小学６年 （平成30年10⽉5⽇の奈良新聞の記事を引⽤）

生のホストファミリーと対面式から本
校での生活が始まりました。

１０月３日にはREDLANDS COLLEGEの校長先生もお迎えして、歓迎式
を行いました。（詳細は、本校ホームページをご覧ください。）

滞在期間中は６年生が中心になり、校内を案内したり、凧作りをし
たりして交流を深めました。児童と一緒にクラブ活動にも参加しても
らいました。また、書道体験や琴の演奏体験など日本文化に親しんで
もらえるようなプログラムも実施しました。１０月５日には、大阪市
内観光に出かけ、大阪の魅力を満喫してもらいました。

１０月６日には、ホストファミリーの方にも来ていただいてお別れ
会を催し、留学生一行は、名残を惜しみながら帰国の途に着きました。

６年生は、修学旅行でREDLANDS COLLEGEを訪問することを今から楽しみにしています。
最後になりましたが、留学生を受け入れてくださったホストファミリーの皆様に心から感

謝申し上げます。

運動会の写真販売について

運動会前にチラシを配付してお知らせしましたが、１０月１９日（金）～１１月６日（火）
の間、運動会でプロのカメラマンが撮影した写真をインターネットを
通じて販売いたします。インターネット写真販売は、昨年度の６年生
修学旅行の際、保護者の皆様の利便性と注文間違い防止のために業者
に依頼して導入いたしました。

今後、「運動会」「文化祭」「修学旅行」についてインターネット販売
を行う予定ですのでどうぞご利用ください。

詳細は以前お配りしたチラシをご覧ください。

北海道胆振東部地震の義援金について

小学部児童会の代表委員が北海道胆振東部地震で被災された方々を少しでも支援したいと
考え、運動会当日に募金活動を実施しました。当日は、たくさんの児童や保護者の皆様にご
協力いただき、まことにありがとうございました。

集まった義援金は、69,031円でした。
義援金は、日本赤十字社を通じて被災地に届けてもらいます。


